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[形態４] 分裂時間以降の準定常状態における気液混合の形態である．噴霧先端は 20μm 以下の小さな液滴で混
合気を形成しており，先端到達距離は Wakuri の運動量理論に基づいて時間の 0.5 乗に比例している．また，時
間とともに 30μm 以上の液滴も主流に追従しはじめる．噴霧先端の渦構造は微細化し気液は十分に混合されて
いる．  
 論文審査結果の要旨 
 
本論分は，スワールインジェクターからの噴霧流から形成される渦構造を主に数値的に研
究したものである．スワールインジェクターは燃料液滴の微粒化が容易であることから主に
ガソリンエンジンで用いられている．従って，その研究も多くなされているが，流体力学的
な観点，特に渦構造に注目した研究はこれまでにあまり行われていない． 
 
本論文では最初に自ら実施した実験結果と計算結果の比較から計算コードの検定を行い，
良好な結果を得ている .続いて液滴の噴霧到達距離の時間相似側を求めた．目覚しい結果は，
初期時刻では噴霧到達距離は時間述べ規則に従うのに対して，時間の経過と共に，時間の対
数則に従う点である．この変化は渦構造の変化と深く結びついていて，時間述べ規則の期間
は渦輪がノズルから連続的に放出されるが，対数側の期間になるとたった一つの渦輪が卓越
するようになる．これは世界で始めて指摘した点である．続いて，最後に残る渦輪の運動を
調べた．渦輪の移動速度は多くの理論で調べられているが,それらは単相流かつ高レイノルズ
数または低レイノルズ数に限定されている．本研究のような気液混相流での渦運動が時間の
対数則に従うことは世界で始めて得られた知見である．さらに渦の振動に伴う高波数と低波
数間のエネルギーの移送メカニズムも研究している． 
 
以上の点から本論文は博士（工学）に相応しいものであると考える 
